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昨
今
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
と
し
ま
し
て
は
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
木
材
輸
出

制
限
等
に
よ
り
、
短
期
的
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
国
内
の
木

材
不
足
や
木
材
価
格
の
高
騰
が
想
像
以
上
に
長
引
き
、

「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
と
の
報
道
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

国
産
材
自
給
率
の
向
上
や
安
定
供
給
へ
の
期
待
が
高
ま
り
、

長
く
続
い
た
外
国
産
材
中
心
の
時
代
か
ら
国
産
材
・
地
元

産
材
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
移
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
木
材
の
素
材
生
産
者

で
あ
る
森
林
組
合
に
も
生
産
力
の
向
上
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
当
組
合
と
し
て
も
微
力
な
が
ら
期
待
に
応
え
、

森
林
組
合
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
行
く
所
存
で
す
。

　
令
和
３
年
度
は
天
候
不
順
の
中
で
し
た
が
、
職
員
一
同

の
努
力
に
よ
り
、
年
間
出
材
量
は
８
，８
１
３
㎥
（
対
前

年
比
１
４
４
％
）
に
達
し
、
昨
年
度
に
比
べ
大
幅
な
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
当
期
剰
余
金
（
純
利
益
）

も
約
１
千
万
円
と
黒
字
回
復
し
、
組
合
の
安
定
経
営
回
復

の
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
材
価
高
騰
の
効
果
も

あ
り
、
木
材
出
荷
し
た
山
林
所
有
者
（
組
合
員
）
の
皆
様

に
は
例
年
以
上
の
還
付
金
を
お
返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
度
に
は「
静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
」に
よ
り
、

伊
豆
市
大
平
に
新
た
な
原
木
集
荷
の
受
け
皿
と
な
る
「
土

場
（
１
．９
ha
）」
の
整
備
・
稼
働
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
伊
豆
地
域
の
原
木
集
荷
体
制
が
確
立

さ
れ
、
当
組
合
に
と
っ
て
も
原
木
の
市
場
搬
送
や
販
売
の

大
幅
な
効
率
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
当
組
合
が
十
分
に
力
を
発
揮
し
地
域
に
貢
献
す

る
た
め
に
も
、
組
合
員
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
皆
様
の
御

指
導
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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チェーンソーは難しいです。
今は木を伐るときは必ず先輩が後ろについてくれます。
伐倒方向や伐り方など自分で考えたことを伝えて、聞きながら作業し
ています。作業中に困ったことが起きたら自分だけで処理はせずに、
すぐに先輩に声をかけるようにしています。
うまくなりたいです。受け口の角度とか、まだばらばらになってしま
うので、できるようになりたい。
先輩は木を伐るのがきれいだし早いです。
一発で決めたりできるのですごいです。
そういうふうに、安定して何本も伐れるようになりたいです。

まずは自分の安全を
第一に考えて

まずは自分の安全を
第一に考えて

技術課

堀江 哲平さん

（ 伊豆市在住 ）

木
を
伐
る
の
は
難
し
い
で
す
。

だ
け
ど
、思
っ
た
よ
う
に
で
き
る
と
楽
し
い
で
す
。

木
を
伐
る
の
は
難
し
い
で
す
。

だ
け
ど
、思
っ
た
よ
う
に
で
き
る
と
楽
し
い
で
す
。

◎ 就職のきっかけは？
高校三年生になったころに、大学にいこうか就職しようか、家業のしいたけ
栽培を手伝うことも考えましたが、会社に勤めるのもいいかなと思って組
合への就職を決めました。
小さいときに、浄蓮の滝のところで田方森林組合が木を伐っているのを遠
くから見たことがあって、すごいなって思って、親も林業をやっているので
身近に感じていたこともあって。

◎ 入社した感想は
みんな明るいです。
チェーンソーと燃料と水分などを
持って山を歩くのが大変です。食べ
る量は変わらないけど、入社してか
ら体が絞れました。

◎ これからの抱負を
まずはチェーンソーを覚えたいです。

櫻井統括補佐櫻井統括補佐 よりひとことよりひとこと

作業中の様子

◇ 名義人が死亡された出資証券がある
◇ 住所が変わった
◇ 出資金を譲渡したい右記のような場合は、組合へご連絡ください

令和４年４月に入社した
技術課　堀江哲平さん（飛龍高校卒）
を紹介します。
地元伊豆市の出身です。

令和４年４月に入社した
技術課　堀江哲平さん（飛龍高校卒）
を紹介します。
地元伊豆市の出身です。

令和４年４月に入社した
技術課　堀江哲平さん（飛龍高校卒）
を紹介します。
地元伊豆市の出身です。

令和４年４月に入社した
技術課　堀江哲平さん（飛龍高校卒）
を紹介します。
地元伊豆市の出身です。

まだ入社したばかりなので、今は自分の安全
を第一に考えて、その中でいろんなことを体
験して学習してほしい。その先、5年、10年と
続けたら、だんだん後輩ができてくるので、一
緒に組合を引っ張っていってほしいですね。
現場にいるときは、林業は危険な仕事でもあ
るということを常に頭に置きながら働いてほ
しいです。自分は現場全体を管理する立場な
ので、哲平君に直接細かいことを言う機会は
少ないけど、いつも見てるんで。頑張ってくだ
さい。



田方森林組合だより　やまなみ

総
代
会
議
決
権
行
使
書
と

と
も
に
寄
せ
ら
れ
た
総
代

の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
質
問
の
一
部
と
当

組
合
か
ら
の
回
答
を
要
約

し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

総
代
会
議
決
権
行
使
書
と

と
も
に
寄
せ
ら
れ
た
総
代

の
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
意

見
・
ご
質
問
の
一
部
と
当

組
合
か
ら
の
回
答
を
要
約

し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【 

質

　問 

】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
効
活
用

を
し
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

【 

回

　答 

】

田
方
森
林
組
合
で
は
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、一

般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、検
討
・
研
究
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【 

質

　問 

】

山
が
荒
れ
放
題
で
す
。こ
れ
か

ら
災
害
で
も
あ
っ
た
ら
心
配
で

す
。

【 

回

　答 

】

福
岡
県
朝
倉
市
で
は
、令
和
２

年
に
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
災

害
が
起
き
ま
し
た
。そ
の
際
、

山
の
整
備
を
積
極
的
に
お
こ

な
っ
て
い
た
た
め
流
木
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ

た
、と
の
記
事
が
新
聞
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。田
方
森
林

組
合
は
今
後
も
災
害
に
強
い

森
林
づ
く
り
を
積
極
的
に
お

こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

【 

質

　問 

】

総
代
会
書
面
議
決
の
返
信
締
切

が
開
催
日
の
前
日
と
な
っ
て
い

る
が
、一
考
し
て
は
い
か
が
か
。

【 

回

　答 

】

決
算
承
認
な
ど
は
総
代
会
で

の
議
決
事
項
と
し
て
、森
林
組

合
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、当
組
合
で
は

総
代
の
皆
様
の
書
面
議
決
の

締
切
日
を
総
代
会
の
日
の
前

日
の
業
務
時
間
の
終
了
時
と

し
て
い
ま
す
。

総代のみなさまから寄せられたご意見・ご質問

Facebook やってます
田方森林組合 検索

　
伊
豆
市
大
平
（
天
城
北
道
路
大
平

I
.
C
付
近
）
に
静
岡
県
森
林
組
合

連
合
会
（
県
森
連
）
が
計
画
し
て
い

る
土
場
（
原
木
集
荷
場
）
建
設
工
事

の
地
鎮
祭
が
令
和
４
年
６
月
５
日
に

行
わ
れ
、
中
谷
県
森
連
会
長
が
鍬
入

れ
の
儀
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
年

末
に
は
完
成
し
、
伊
豆
地
域
の
原
木

が
集
荷
さ
れ
ま
す
。

「
伊
豆
大
平
土
場
」

  

建
設
工
事
着
工

「
伊
豆
大
平
土
場
」

  

建
設
工
事
着
工

通
常
総
代
会
開
催

第
18
回

剰 余 金 処 分
（単位：千円）

貸 借 対 照 表

勘定科目　　　　   金　額 　　　　　 勘定科目 　　　　　金　額

令和４年3月31日現在　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 （単位：千円）

損 益 計 算 書

 　　　科　目 合　計 

事業収益 324,941
事業費用 213,649
【事業総利益】 111,292

事業管理費 87,402
【事業利益】 23,890

事業外収益 354
事業外費用 0
事業外損益 354
【経常利益】 24,244

特別利益 0
特別損失 10,003
特別損益 ▲ 10,003
【税引前当期純利益】 14,241

法人税、住民税額 
及び事業税額 3,843
【当期剰余金】 10,398

【前期繰越剰余金】 9,092

【当期未処分剰余金】 19,490

令和３年４月１日から令和４年３月31日まで
（単位：千円）

現　　　　　　金 185 購　　　買　　　買　　　掛　　　金 65
預　　　　　　金 177,483 未　　　払　　　金 39,680
売　　　掛　　　金 29 未　　　払　　　消　　　費　　　税 7,428
未　　　収　　　金 69,227 未　　払　　法　　人　　税　　等 3,843
棚　　卸　　資　　産 141 預　　　り　　　金 1,034  
立　　　替　　　金 235 固定資産購入引当金 25,000
仮　　　払　　　金 254 流　　動　　負　　債　　合　　計 77,050
前　　払　　費　　用 611 退　職　給　付　引　当　金 25,054
流　　動　　資　　産　　合　　計 248,165 固　　定　　負　　債　　合　　計 25,054  
有　　形　　固　　定　　資　　産 65,150 負　　債　　合　　計 102,104  
無　　形　　固　　定　　資　　産 15,482 出　　　資　　　金 22,409  
外　　　部　　　出　　　資　　　金 9,785 利 益 剰 余 金  213,940 
   資 本 準 備 金  129 
固　　定　　資　　産　　合　　計 90,417 純　　　資　　　産　　　合　　　計 236,478  
資　　産　　合　　計 338,582 負債・純資産合計 338,582

岡田組合長挨拶

議事の様子

◆ 

技 

術 

課

◆ 

理

　事

　  役　職　名 　 氏　名
代表理事組合長　　岡田　悦郎
副　　組　　合　　長 伊郷　勝美
理　　　　　　事 鍵山　光男
　　　 〃 下山　祥二
　　　 〃 荻原　重孝
　　　 〃 伊東　謙三
　　　 〃 吉川　安衛
　　　 〃 梅原勇一郎
　　　 〃 荻島　　明
　　　 〃 土屋　　章
　　　 〃 西堀　勝廣
　　　 〃 鈴木　　正

◆ 

監
事

　  役　職　名 　 氏　名
代　　表　　　監　　事 石井　敏陽
監　　　　　　事 小川　正實

◆ 

総 

務 

課

　  役　職　名 　 氏　名
理　事　兼　事　務　局　長 鈴木　　正
総　　 務　　 課　　 副　　 主　　 任 牧嶋　幸美
　　　  〃 岡　　咲子

 　  役　職　名 　 氏　名
統　括　責　任　者 堀江　倫弘
統　括　責　任　者　補　佐 櫻井　恭兵
技　　　術　　　課　　　主　　　任 中山　　亮
　　　  〃 遠藤　　潤
技　　　術　　　課 篠原　一仁
　　　  〃 加藤　卓真
　　　  〃 鈴木　悠斗
　　　  〃 宮島　　仁
　　　  〃 堀江　哲平
　　　  〃 杉山　晃司
　　　  〃 勝呂　宗治
　　　  〃 鈴木　晴久

　  役　職　名 　 氏　名
業　　務　　課　　長 川口　千一
業　務　課　主　任 鈴木　一輝
　　　  〃 髙橋　良佑
業　　務　　課　　副　　主　　任 平松　孝基
　　　  〃 杉村　智美
業　　　務　　　課 坂井　昌子
　　　  〃 野田　光洋

◆ 

業 

務 

課

役職員紹介役職員紹介

　
去
る
令
和
4
年
6
月
24
日（
金
）午
前
10
時
よ
り
伊
豆
市
修
善
寺
総

合
会
館
2
階
大
研
修
室
に
お
い
て
、第
18
回
通
常
総
代
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、総
代
の
皆
様
に
は

昨
年
に
続
き
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、規
模

を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。（
出
席
数
1
5
3
名
。議
決
権

行
使
者
1
5
0
名
、本
人
出
席
3
名
）

　
岡
田
組
合
長
の
挨
拶
の
あ
と
、天
城
湯
ヶ
島
地
区
の
山
本
宗
男
総

代
が
議
長
に
選
任
さ
れ
議
事
に
入
り
、提
出
さ
れ
た
全
議
案
と
附
帯

決
議
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。　

　
令
和
3
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
た
令
和
2
年
度
に
比
べ
る
と
、以
前
と
同
様
に
市
有
林
の
森
林

整
備
事
業
や
、森
林
経
営
計
画
を
策
定
し
た
地
区
の
国
・
静
岡
県
の
補

助
金
を
利
用
し
た
間
伐
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、年
間
出
材
料
量
は
8
，8
1
3
㎥（
前
年
比
1
4
4
％
）、

施
業
面
積
は
1
7
7
h
a（
前
年
比
1
1
4
％
）と
前
年
を
大
き
く
上

回
り
、事
業
収
益
は
3
億
2
千
万
円
と
な
り
、田
方
森
林
組
合
に
お
い

て
過
去
最
高
の
事
業
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、関
係
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
・
ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
3
年
11
月
20
日
、
下
田
市
民

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
静
岡
県
消

防
大
会
（
公
益
財
団
法
人
静
岡
県
消

防
協
会
主
催
）に
お
い
て
、
消
防
団
へ

の
理
解
・
協
力
を
示
し
て
い
る
事
業

所
と
し
て
、
消
防
功
労
表
彰
を
頂
き

ま
し
た
。

　
田
方
森
林
組
合
で
は
、現
在
4
名
の

職
員
が
伊
豆
市
消
防
団
員
と
し
て
活

動
し
て
お
り
、昼
夜
を
問
わ
ず
地
域
の

安
全
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

消
防
功
労
表
彰

さ
れ
ま
し
た
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岡田組合長（向かって右から２番目）

大平土場地鎮祭

　　　　科　目    小  計    合  計   

 Ⅰ 当期未処分剰余金   19,490
  1　当期剰余金  10,398
  2　前期繰越剰余金  9,092
 Ⅱ 剰余金処分額   9,069    
 Ⅲ 次期繰越剰余金   10,421


